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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、真言密教の拠点寺院における史料調査を基盤とした着実な実証研究
を踏まえて、諸分野の研究者による綜合的研究を進め、新たな仏教史像の構築を目指すことにある。成果は次の
３点である。(1)拠点寺院の史料調査を行い、未調査の史料群については悉皆目録を作成した。2017年に勧修寺
文書が国の重要文化財に指定されたことは、本研究の顕著な成果のひとつである。(2)密教修法が行われた儀礼
空間を中心に、思想・建築・美術・文学・政治・社会経済・歴史が交差する様子を具体的に考察して、今後の仏
教史研究の方向性を示した。(3)本研究の成果を取り込み、真言密教研究を体系化した書籍を刊行する準備がで
きた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to promote interdisciplinary research by 
researchers in various fields based on steady empirical research from investigations of historical 
sources in the base of Shingon Esoteric Buddhism temples, and aim to construct new image of Buddhism
 history.
The results are the following three points.(1) We have investigated historical sources of base 
temples, and have made inventories of all the uninvestigated sources. One of the most remarkable 
results of this research is that Kaju-ji document was designated as an Important Cultural Property 
in 2017.(2) We have concretely considered how thought, architecture, art, literature, politics, 
socioeconomics and history intersected, focusing on religious place where ascetic practice of 
esoteric Buddhism was performed. We also have shown a future direction of Buddhism historical study.
 (3) We are ready to publish a book that adopts the results of this research and systematize Shingon
 Esoteric Buddhism research. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「研究成果の概要」を踏まえて、その意義を記す。(1)史料一点ずつの悉皆目録の作成は研究の基礎作業である
と同時に、所蔵機関における史料保管の台帳にもなり、文化財を散逸なく後世に伝える上で、大切な作業でもあ
る。また、勧修寺文書が重要文化財に指定され、国の文化財として永く保存されることとなったのは、顕著な社
会的貢献だといえる。(2)(3)諸分野の研究者により密教修法に関して総合的な研究を行い成果をあげることで、
今後の仏教史研究の方向性を示すことができ、また、その公表に向けた準備が整ったことの学術的意義も大きい
ものがある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 人文学の分野では研究の個別分散化が進むなか、学際的研究の必要性が叫ばれて久しい。
ただ、人文学の基礎となるのは、史資料の着実な調査とその正確な読解に基づく事実の積み上
げであることは疑いない。それを基盤して、体系的かつ包括的な枠組や論理を構築し、さらに
は新たな方法論の提示がいま求められている。かかる認識のもと、本研究では、研究代表者が
行ってきた勧修寺・随心院・仁和寺など真言密教拠点寺院における史料調査の成果に基づき、
着実な実証研究を進めると同時に、それを基盤として歴史学・仏教学・建築史学・美術史学・
国文学の研究者が密教修法という同一のテーマを考察することで、綜合的な密教法会論を構築
し、その方法を普遍化して、新たな仏教思想史研究の枠組を模索しようするものである。 
(2) 研究代表者により、真言拠点寺院の史料調査は着実に進捗しており、各調査成果に基づく
論文も 10 本近く発表した。これらの基礎的準備を踏まえ、真言密教・同寺院の歴史的解明、
寺院経蔵の構造解明、体系的な史料論の構築などの視角から、これまでの調査・研究の成果を
綜合化・体系化することが求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、真言密教拠点寺院における史料調査を基盤にした着実な実証的研究を踏まえ、諸
分野の研究者による綜合的研究を進め、最終的には新たな仏教思想史研究の枠組の構築を目指
そうとするものである。具体的には、次の２つの目的を達成する。 
(1) 史料調査の成果より、平安期～江戸期を対象に真言密教と真言寺院の歴史的変遷を解明す
るとともに、諸史料の生成・伝授・保管・廃棄・分類・書写・修補という視座から、経典・聖
教・文書などから成る寺院経蔵の全体構造を明らかにし、体系的な史料論を構築する。 
(2) 歴史学・仏教学・美術史学・建築史学・国文学の研究者が密教修法という同一のテーマに
関する議論を深め、分野を超えた綜合的な密教法会論を構築し、それを基盤して新たな仏教思
想史研究の枠組に向けた方法論を鍛えていく。 
 
３．研究の方法 
４年の研究期間のうち、最初の２年間は主に基礎的な調査・研究の充実にあてる。つまり、
研究代表者を中心に寺院経蔵の調査を進め悉皆目録を作成し、代表者・分担者は各自の専門領
域において密教修法に関わる基礎的な調査・研究を推進する。それらの進捗状況と成果を確認
しつつ、課題を深めていく。最後の２年間は調査・研究成果の体系化・綜合化の推進に力点を
置き、同時に補充調査も実施する。研究代表者は研究の取りまとめを進め、代表者・分担者は
着実な実証成果をともなった、新たな仏教思想史研究の構築を目指す問題提起的な議論を展開
する。 
 
４．研究成果 
（1）真言密教法流の拠点寺院の史料調査を行った。個人の研究の関心に従った宝探し的な調査
は極力避けて、寺院経蔵の全体像の把握に重点を置き、個々の史料の伝授・保管・廃棄・分類・
書写・修補の具体的な過程を解明しながら、経蔵の形成・変遷の歴史的過程を考察した。その
ため、未調査の史料群については悉皆目録を作成することを第一に進めた。目録の作成につい
ては今後も継続的に進めねばならない史料群も存在するが、顕著な成果としては、研究代表者
が中心になり作成した勧修寺文書目録に基づき、2017 年春に勧修寺文書が国の重要文化財に指
定されたことである。また、勧修寺聖教目録も既に完成しており、聖教分についても近々追加
指定がなされる予定である。同時に、悉皆目録を作成する過程で、勧修寺大経蔵・慈尊院経蔵
の形成・変遷の過程が明らかになり、平安前期から明治期に至る勧修寺の歴史を詳細に把握す
ることができた。これは他の真言密教寺院の経蔵や寺院の歴史を考える上で、ひとつの指標に
なるものといえる。5 年程度の長期的な課題となるが、勧修寺以外で取り組んだ寺院について
も同様の成果をあげたいと考える。 
（2）上記（1）の史料調査を踏まえながら、研究課題として特に注目したのが、密教修法が行
われた儀礼空間を中心に、思想・建築・絵画・彫刻・文学・社会経済・歴史が交差する様子を
具体的に明らかにして、今後の仏教史研究の方向性を示すことである。考察の対象としてとり
あげたのは後七日御修法と孔雀経法で、次第書を中心に関連聖教類を読み込むことで、修法が
行われる場の設え―建築空間の使われ方、本尊をはじめとする絵画の配置、大壇や他壇の上に
置かれた法具等の配置、大阿闍梨・伴僧の所作、後夜・日中・初夜の所作の差異など―を明ら
かにして、それぞれが持つ思想的意義を考察した。新たに解明した事実は多いが、そのなかで
注目すべき点をひとつあげると次の通りである。 
 通常、密教修法は大阿闍梨が本尊の前で真言や陀羅尼を唱えながら、結印などの所作をおこ
ない、所願の成就を祈念するものとされている。しかしながら、孔雀経法や請雨経法など大法
と呼ばれる大規模かつ重要な修法では、読経がなされている。しかも、大法で読経が行われな
いのは後七日御修法（最勝王経法）のみで、これは同時に宮中で行われている御斎会で金光明
最勝王経が唱えられているからである。つまり、後七日御修法を創始した空海は、御斎会をも
その一部に取り込んだ修法として後七御修法を構想したのである。かかる後七日御修法の構成
は九顕十密などと表現される空海の密教思想のあり方とも合致するものといえる。 
(3)研究代表者が行ってきた真言密教研究を踏まえて、他分野の研究者との共同研究によって得



られた上記(1)(2)の成果を取り込み、それらを体系化した書籍を刊行する準備ができた。  
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